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六

第
一
条
中
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
四
条
の
二
第
九
項
の
改
正
規
定
、
同
条
第
十
一
項
の
改
正
規
定
、
同
令

第
二
十
五
条
の
九
の
改
正
規
定
、
同
令
第
二
十
五
条
の
十
の
十
第
七
項
の
改
正
規
定
、
同
令
第
二
十
五
条
の
十
一

の
二
第
二
十
項
の
表
第
二
百
六
十
二
条
第
五
項
の
項
の
改
正
規
定
及
び
同
令
第
二
十
五
条
の
十
二
の
二
第
二
十
四

項
の
表
第
二
百
六
十
二
条
第
五
項
の
項
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
四
条
、
第
九
条
及
び
第
十
二
条
の
規
定

平

成
三
十
一
年
一
月
一
日

七

第
一
条
中
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
三
十
八
条
の
四
第
四
十
四
項
の
表
の
改
正
規
定（「
百
分
の
四
・
四
」
を

「
百
分
の
十
・
三
」に
改
め
る
部
分
に
限
る
。）及
び
同
令
第
三
十
九
条
の
九
十
七
第
十
九
項
の
表
の
改
正
規
定（「
百

分
の
四
・
四
」
を
「
百
分
の
十
・
三
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。）並
び
に
附
則
第
二
十
二
条
及
び
第
二
十
八
条
の

規
定

平
成
三
十
一
年
十
月
一
日

八

第
一
条
中
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
五
条
の
三
第
七
項
の
改
正
規
定（「
第
十
条
の
四
第
三
項
」
の
下
に

「
、
第
十
条
の
四
の
二
第
三
項
」
を
加
え
る
部
分
に
限
る
。）、
同
令
第
五
条
の
五
の
二
の
改
正
規
定
（
同
条
第
一

項
中
「
第
十
条
第
六
項
第
四
号
」
を
「
第
十
条
第
八
項
第
五
号
」
に
改
め
る
部
分
を
除
く
。）、
同
条
を
同
令
第
五

条
の
五
の
三
と
す
る
改
正
規
定
、
同
令
第
五
条
の
五
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
、
同
令
第
五
条
の
六
第
四

項
の
改
正
規
定
、
同
条
第
六
項
の
改
正
規
定
、
同
令
第
五
条
の
七
第
五
項
の
改
正
規
定（「
第
十
条
の
四
第
七
項
」

の
下
に
「
、
第
十
条
の
四
の
二
第
七
項
」
を
加
え
る
部
分
に
限
る
。）、
同
令
第
二
十
七
条
の
十
一
の
二
の
改
正
規

定（「
第
四
十
二
条
の
十
一
の
二
第
一
項
」
を
「
第
四
十
二
条
の
十
一
の
三
第
一
項
」
に
改
め
る
部
分
に
限
る
。）、

同
条
を
同
令
第
二
十
七
条
の
十
一
の
三
と
す
る
改
正
規
定
、
同
令
第
二
十
七
条
の
十
一
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改

正
規
定
、
同
令
第
二
十
七
条
の
十
三
第
五
項
の
改
正
規
定（「
第
四
十
二
条
の
十
一
の
二
第
六
項
」
の
下
に
「
、
第

四
十
二
条
の
十
一
の
三
第
六
項
」
を
加
え
る
部
分
に
限
る
。）、
同
令
第
三
十
九
条
の
四
十
四
の
二
の
次
に
一
条
を

加
え
る
改
正
規
定
、
同
令
第
三
十
九
条
の
四
十
八
第
五
項
の
改
正
規
定（「
第
六
十
八
条
の
十
四
の
二
第
七
項
」
の

下
に
「
、
第
六
十
八
条
の
十
四
の
三
第
七
項
」
を
加
え
る
部
分
に
限
る
。）及
び
同
条
第
六
項
の
改
正
規
定（「
第
六

十
八
条
の
十
四
の
二
第
七
項
」
の
下
に
「
、
第
六
十
八
条
の
十
四
の
三
第
七
項
」
を
加
え
る
部
分
及
び
同
項
第
六

号
の
次
に
一
号
を
加
え
る
部
分
に
限
る
。）
企
業
立
地
の
促
進
等
に
よ
る
地
域
に
お
け
る
産
業
集
積
の
形
成
及
び

活
性
化
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第

号
）
の
施
行
の
日

九

第
一
条
中
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
六
条
の
六
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
、
同
令
第
二
十
九
条
の
四

（
見
出
し
を
含
む
。）の
改
正
規
定
、
同
令
第
三
十
九
条
の
二
十
四
に
二
項
を
加
え
る
改
正
規
定
、
同
令
第
三
十
九

条
の
六
十
三
（
見
出
し
を
含
む
。）の
改
正
規
定
、
同
令
第
三
十
九
条
の
百
二
十
二
を
同
令
第
三
十
九
条
の
百
二
十

一
の
二
と
し
、
同
条
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定
及
び
同
令
第
四
十
二
条
の
六
第
三
項
の
改
正
規
定
並
び
に

附
則
第
十
九
条
第
六
項
及
び
第
二
十
六
条
第
四
項
の
規
定

農
業
競
争
力
強
化
支
援
法
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第

号
）
の
施
行
の
日

十

第
一
条
中
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
二
十
二
条
の
七
第
二
項
の
改
正
規
定
及
び
同
令
第
三
十
九
条
の
四
第
三

項
の
改
正
規
定
並
び
に
附
則
第
八
条
第
一
項
及
び
第
二
十
三
条
第
一
項
の
規
定

都
市
緑
地
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第

号
）
の
施
行
の
日

十
一

第
一
条
中
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
三
十
九
条
の
八
十
二
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定

原
子
力
損

害
賠
償
・
廃
炉
等
支
援
機
構
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第

号
）
の
施
行
の
日

十
二

第
一
条
中
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
四
十
条
の
八
の
四
第
五
項
の
改
正
規
定
及
び
同
令
第
四
十
条
の
八
の

八
の
次
に
一
条
を
加
え
る
改
正
規
定

医
療
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律（
平
成
二
十
九
年
法
律
第

号
）

附
則
第
一
条
第
二
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日

十
三

第
一
条
中
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
四
十
三
条
の
三
の
改
正
規
定
（
同
条
第
三
項
中
「
）
と
す
る
」
を

「
）
で
あ
つ
て
、
建
築
基
準
法
施
行
令
第
三
章
及
び
第
五
章
の
四
の
規
定
又
は
国
土
交
通
大
臣
が
財
務
大
臣
と
協

議
し
て
定
め
る
地
震
に
対
す
る
安
全
性
に
係
る
基
準
に
適
合
す
る
も
の
と
す
る
」
に
改
め
る
部
分
及
び
同
条
第
六

項
中
「
の
規
定
」
の
下
に
「
に
よ
り
事
業
契
約
に
関
す
る
事
項
を
定
め
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
基
準
を
定
め
、

又
は
第
六
項
第
四
号
の
規
定
」
を
加
え
る
部
分
を
除
く
。）
不
動
産
特
定
共
同
事
業
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
二
十
九
年
法
律
第

号
）
の
施
行
の
日

十
四

第
一
条
中
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
第
四
十
八
条
の
六
第
五
項
第
五
号
の
改
正
規
定

関
税
定
率
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
八
年
法
律
第
十
六
号
）
附
則
第
一
条
第
四
号
に
掲
げ
る
規
定
の
施
行
の
日

４

第
二
項
の
請
求
に
係
る
還
付
金
は
、
国
税
収
納
金
整
理
資
金
に
関
す
る
法
律
施
行
令
（
昭
和
二
十
九
年
政
令
第
五

十
一
号
）
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
同
令
第
二
条
第
一
号
に
掲
げ
る
還
付
金
と
み
な
す
。

５

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
た
め
の
施
策
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
財
源
の
確
保
に
関
す
る
特
別
措
置
法

（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
十
七
号
）
第
二
十
八
条
第
三
項
及
び
第
六
項
並
び
に
第
三
十
一
条
第
三
項
の
規
定
は
、

第
二
項
の
請
求
に
よ
り
還
付
さ
れ
る
所
得
税
の
額
と
同
法
第
二
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
併
せ
て
徴
収
さ
れ
た

復
興
特
別
所
得
税
の
額
に
相
当
す
る
金
額
の
還
付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、同
条
第
三
項
中「
次

の
各
号
に
掲
げ
る
規
定
に
よ
り
所
得
税
の
還
付
を
す
べ
き
者
は
、
そ
の
還
付
（
当
該
各
号
に
掲
げ
る
規
定
の
区
分
に

応
じ
当
該
各
号
に
定
め
る
還
付
に
限
る
。）」
と
あ
る
の
は
、「
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
等
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

（
平
成
二
十
九
年
政
令
第
百
十
四
号
）
附
則
第
二
条
第
二
項
の
請
求
に
係
る
所
得
税
の
額
の
還
付
を
す
る
同
項
の
所

轄
税
務
署
長
は
、
そ
の
還
付
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

６

第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
は
、
前
項
に
お
い
て
準
用
す
る
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
た
め
の
施
策
を
実
施

す
る
た
め
に
必
要
な
財
源
の
確
保
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
二
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
復
興
特
別
所
得
税
の

還
付
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
第
三
項
中
「
前
項
の
請
求
に
係
る
」
と
あ
る
の
は
「
第
五
項
に

お
い
て
準
用
す
る
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
た
め
の
施
策
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
財
源
の
確
保
に
関
す
る

特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
十
七
号
）
第
二
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
」
と
、
第
四
項
中
「
第
二

項
の
請
求
に
係
る
」
と
あ
る
の
は
「
次
項
に
お
い
て
準
用
す
る
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
の
た
め
の
施
策
を
実
施

す
る
た
め
に
必
要
な
財
源
の
確
保
に
関
す
る
特
別
措
置
法
第
二
十
八
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
」
と
、「
第
二
条
第
一

号
」
と
あ
る
の
は
「
第
二
条
第
十
八
号
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
所
得
税
の
徴
収
が
行
わ
れ
な
い
災
害
等
の
事
由
に
よ
る
金
銭
の
払
出
し
に
関
す
る
経
過
措
置
）

第
二
条

第
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
租
税
特
別
措
置
法
施
行
令
（
以
下
「
新
令
」
と
い
う
。）第
二
条
の
二
十
五

の
二
（
新
令
第
二
条
の
三
十
一
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
同
じ
。）の
規

定
は
、
こ
の
政
令
の
施
行
の
日
（
以
下
「
施
行
日
」
と
い
う
。）以
後
に
発
生
す
る
新
令
第
二
条
の
二
十
五
の
二
に
規

定
す
る
事
実
に
つ
い
て
適
用
す
る
。

２

施
行
日
前
一
年
以
内
に
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
実
が
発
生
し
た
こ
と
に
よ
り
、
当
該
各
号
に
定
め
る
利
子
、
収
益

の
分
配
又
は
差
益
に
つ
い
て
所
得
税
法
（
昭
和
四
十
年
法
律
第
三
十
三
号
）
第
百
八
十
一
条
の
規
定
に
よ
り
徴
収
さ

れ
た
所
得
税
の
額
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
事
実
が
新
令
第
二
条
の
二
十
五
の
二
に
規
定
す
る
災
害
等
の
事
由

に
よ
り
発
生
し
た
も
の
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
の
額
が
あ
る
所
得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る

等
の
法
律
（
平
成
二
十
九
年
法
律
第
四
号
。
以
下
「
改
正
法
」
と
い
う
。）第
十
二
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
租
税

特
別
措
置
法
（
以
下
「
旧
法
」
と
い
う
。）第
四
条
の
二
第
四
項
に
規
定
す
る
財
産
形
成
非
課
税
住
宅
貯
蓄
申
告
書
又

は
旧
法
第
四
条
の
三
第
四
項
に
規
定
す
る
財
産
形
成
非
課
税
年
金
貯
蓄
申
告
書
を
提
出
し
た
個
人
は
、
財
務
省
令
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
平
成
三
十
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
、
納
税
地
の
所
轄
税
務
署
長
に
対
し
、
当
該
徴
収
さ

れ
た
所
得
税
の
額
の
還
付
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

旧
法
第
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
労
者
財
産
形
成
住
宅
貯
蓄
契
約
又
は
そ
の
履
行
に
つ
き
、
勤
労
者
財

産
形
成
促
進
法
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
九
十
二
号
）
第
六
条
第
四
項
第
一
号
ロ
若
し
く
は
ハ
、
同
項
第
二
号
ハ

若
し
く
は
ニ
又
は
同
項
第
三
号
ハ
若
し
く
は
ニ
に
定
め
る
要
件
に
該
当
し
な
い
こ
と
と
な
る
事
実

旧
法
第
四
条

の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
財
産
形
成
住
宅
貯
蓄
に
係
る
同
項
各
号
に
定
め
る
利
子
、
収
益
の
分
配
又
は
差
益

二

旧
法
第
四
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
勤
労
者
財
産
形
成
年
金
貯
蓄
契
約
又
は
そ
の
履
行
に
つ
き
、
勤
労
者
財

産
形
成
促
進
法
第
六
条
第
二
項
第
一
号
ロ
若
し
く
は
ハ
、
同
項
第
二
号
ロ
若
し
く
は
ハ
又
は
同
項
第
三
号
ロ
若
し

く
は
ハ
に
定
め
る
要
件
に
該
当
し
な
い
こ
と
と
な
る
事
実

旧
法
第
四
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る
財
産
形
成
年

金
貯
蓄
に
係
る
同
項
各
号
に
定
め
る
利
子
、
収
益
の
分
配
又
は
差
益

３

前
項
の
請
求
に
係
る
還
付
金
に
つ
い
て
国
税
通
則
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
六
十
六
号
）
第
五
十
八
条
第
一
項

に
規
定
す
る
還
付
加
算
金
を
計
算
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
同
項
の
期
間
は
、
前
項
の
規
定
に
よ

る
還
付
の
請
求
が
あ
っ
た
日
後
一
月
を
経
過
す
る
日
の
翌
日
か
ら
そ
の
還
付
の
た
め
の
支
払
決
定
を
す
る
日
又
は
そ

の
還
付
金
に
つ
き
同
法
第
五
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
充
当
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
充
当
」
と
い
う
。）を

す
る
日
（
同
日
前
に
充
当
を
す
る
の
に
適
す
る
こ
と
と
な
っ
た
日
が
あ
る
場
合
に
は
、
そ
の
適
す
る
こ
と
と
な
っ
た

日
）
ま
で
の
期
間
と
す
る
。




		2017-03-30T19:13:52+0900
	C=JP, O=National Printing Bureau, CN=Vice President
	国立印刷局
	（なし）




